
宮城県、秋田県、
佐賀県、長崎県の
宿泊先大平ホテル 
18日16時宿集合！!
合宿開始です。

夕食、汁物はお
かわり自由 
山形名物芋煮 
豚汁 
キノコ汁 
のローテーショ
ン 
どれも美味しい 

サンライズゲレ
ンデでトレーニ
ングする宮城県
チーム 
トレーニング
バーンはサンラ
イズと竜山 
流石に山形蔵王
スキー場内で完
結します。 
23日少年男子
は猿倉にトレー
ニングに行きま
した。

マテリアルコ
ントロール予
備検査 
Ｓ社のブーツ
は再検査に
なってました。

国体コース上部の
コース整備をして
ます。 
直前の大雪で整備
は大変そうです。 
コース全体イン
ジェクションって！!
国体リフト降り場
付近奥にスタート

コースオープンのス
タートに向かう我妻
選手 
ここは見返りリフト
降り場付近です。普
段はコース外、自衛
隊がラッセルで通路
を作成！お疲れ様で
す。 
スタート地点までは
ハイクアップです。 
オニコウベで慣れて
いる？

コースオープン前の
成年男子Ｃ 
3人組 
リラックスしてま
す。

コース整備が頻
繁に入ります。 
バーンが柔らか
く溝になりやす
いです。 
今回は大雪で運
営側も大変そう
です。



コースオープンスタート地点 
スタートが見えませんが、右上奥
にスタートがあります。スタート
直後の急斜面8ターンを目標にス
ルーを入れて緩斜面へつなぎま
す。 
コースオープンは2日あり、各ク
ラスごとにおおむねゼッケン順に
滑ります。1日目はバーンのうね
りや雪質、荒れ具合などを確認し
ながら、2日目は本番のセットを
意識して滑りました。

コースオープン中間地点、緩斜面
から中斜面へ、途中ウエーブがあ
り、緩斜面へのつなぎへ、ウエー
ブ付近にスルーを意識します。 
この付近は蔵王山大会でも滑り慣
れたコース、イメージがわきます。!
前日に高山選手、大場選手、ス
タート前に八島コーチからのアド
バイスを思い出しながら滑りまし
た。 
ちゃんと曲がること！

ゴール前の中斜面、長いです。本番でこ
こまでもつのか不安！ 
40から45ターンを目標に41ターンで
ゴール。イメージ通りです！ 
普段は人が多くてコースが荒れるゴール
手前の中斜面怖いところですが、流石に
セパレートとコース整備のおかげで安心
して気持ち良く滑ることができました。 
しかもバーンに自分だけです。最高！ 

神奈川から
友人が応援
に来てくれ
ました。幟
を持って！
びっくりで
す！

休憩やお昼はほとんどスカイ
ケーブル乗り場の付近でいただ
きました。山梨県の選手と良く
合います。 

開始式会場の蔵王体育館までコント
レに来ました。つきたてのきな粉餅
と、納豆餅が無料で振舞われまし



競技開始初日 
成年男子A 
成年女子A 
成年男子Ｂ 
が行なわれま
す。 
竜山ゲレンデ
から大会コー
スを望む。 
長いです！

ゴール付近の中
斜面、結構みん
なヨレヨレです。!
Ｂ組のころには
フィニッシュ地
点が荒れて止ま
れない選手続
出！ 
ゴールエリアの
コース整備も行
なわれました。 
運営お疲れ様で
す。

スタート直後
の急斜面 
なかなか攻め
きれないよう
です。

中間地点 
観戦するには
もってこいで
す。 
ここから上部
は気温が一段
と下がりま
す。 

初日は寒かった
ですが、視界も
良くレース日和で
した。 
宿で夕食の時に
明日のスタート
が下げられると
の情報が入るま
す。レースの公平
と選手の安全を
守るためとのこ
と。 
あの急斜面滑っ
てみたかった気
持ちと、蔵王山
大会で滑ってる
コースになった
ことで有利かな
との思いもあり
複雑でした。 !
2日目競技中に
上部コース整備
をしてます。 
明日の少年男子
は上からです
ね！



AM7:50いよい
よインスペクショ
ン開始です。 
ポールセットと
斜面のウネリ雪
質ライン等入念
にチェック。 
ポイントでは、
登って再確認し
ます。

フィニッシュエ
リアからも見上
げて確認

高山選手、我妻選手
勢いよくスタートし
ました。

スタート待ちです

結果 
すみません途中棄権となりまし
た。 
第11旗門のスルー通過中内側の
板が外れ無念の途中棄権です。 
スタートまでの集中、スタート後
は攻めながらも冷静に滑れていた
だけに悔しいです。 
この場で守らず攻めに行けたこ
と。荒れたバーンで両脚を使いな
がら滑ることができたことなど成
果もあったレースでした。 
合宿も含め充実した時間を過ごす
ことができました。また、この場
に来ることが出来るよう練習した
いと思います。 !
応援いただきありがとうございま
した。


